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問 ⑴　
年
々
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
台
風
も
巨
大
化
し
、
コ
ー
ス

も
、
予
想
以
上
の
速
さ
、
発
生

時
の
ま
ま
か
そ
れ
以
上
の
大
き

さ
で
日
本
に
上
陸
し
て
く
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
た
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
対
応
の
反

省
か
ら
、
事
前
に
準
備
し
、
整

え
る
た
め
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
防
災
行
動
計
画
）【

】が
策

定
さ
れ
た
。

　
２
年
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン

デ
ィ
は
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、
犠
牲

者
が
ゼ
ロ
と
な
り
、
先
を
見
越

し
た
対
応
に
よ
り
被
害
を
抑
え

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

大
規
模
水
災
害
に
関
す
る
防

災
行
動
の
流
れ
を
時
間
軸
に

よ
り
定
め
た
も
の
。
発
災
す
る
前
か

ら「
い
つ
」「
誰
が
」「
何
を
す
る
の
か
」

を
事
前
の
準
備
行
動
と
し
て
明
確
に

す
る
こ
と
で
対
応
の
ス
ピ
ー
ド
を

生
む
。

　

国
土
交
通
省
は
４
月
の
「
水
災
害

に
関
す
る
防
災
・
減
災
対
策
本
部
」

で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
な
ど
、
被

害
の
最
小
化
と
早
期
復
旧
を
可
能
に

す
る
た
め
の
新
指
針
を
決
定
。
発
災

後
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
発
災
前
の

対
応
に
も
注
力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

⑵　

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
り
、
障
が
い
者
に

と
っ
て
避
難
所
が
安
心
の
場
所

に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
る
。

　
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
尋

ね
る
。

⑶　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
受
け
入

れ
る
福
祉
避
難
所
が
全
国
で

１
万
１
千
254
カ
所
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
後
は
約
1.5
倍
に
な
っ

た
。

　
本
市
に
は
、
福
祉
避
難
所
は

あ
る
か
。

  

答 

総
務
部
長

⑴　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
に
向

け
て
、
国
土
交
通
省
木
曽
川
下

流
事
務
所
と
協
議
を
始
め
た
。

災
害
対
応
は
、
重
大
な
責
任
が

伴
う
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く

防
災
業
務
計
画
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
体
制
・
制
度
に
基
づ
き

作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
今
後
、
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
に
向
け
て
十
分
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

⑵　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
公

共
施
設
の
入
り
口
は
、
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

大
規
模
水
災
害
に
対
す
る

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
を

化
に
努
め
て
い
る
が
、
ト
イ
レ

は
、
ま
だ
対
応
で
き
て
い
な
い

施
設
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

⑶　

本
市
は
、
必
要
に
応
じ
て

開
設
し
、
ケ
ア
が
必
要
な
者
を

一
般
の
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難

所
へ
移
動
す
る
こ
と
と
し
、
５

施
設（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

十
四
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

輪
中
の
郷
、
愛
厚
弥
富
の
里
、

長
寿
の
里
）を
指
定
し
て
い
る
。

  

問 

　
巨
大
地
震
を
想
定
し
、
市
内

を
縦
断
し
て
い
る
中
央
幹
線
道

路
を
は
じ
め
主
要
道
路
は
、
液

状
化
対
策
を
施
し
た
耐
震
構
造

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
橋
は
ど
う
か
。

  

答 

開
発
部
長

　

道
路
法
に
基
づ
き
道
路
構
造

令
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
基
づ
き
整
備
を
す
る
。
道
路

構
造
令
で
は
、
液
状
化
な
ど
に

清
流
ク
ラ
ブ

山
口 

敏
子 

議
員

対
す
る
耐
震
構
造
の
整
備
基
準

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
中

央
幹
線
な
ど
に
つ
い
て
は
、
液

状
化
な
ど
に
耐
え
う
る
道
路
整

備
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
液
状
化
な
ど
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
、
耐
震
構
造
で
は
な
い

が
、
舗
装
面
を
支
え
る
地
盤
の

支
持
力
が
低
い
と
こ
ろ
は
地
盤

改
良
を
施
し
、
均
一
な
支
持
力

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

地
震
の
揺
れ
に
よ
る
舗
装
面
の

不
等
沈
下
を
減
少
さ
せ
、
被
災

後
の
通
行
を
少
し
で
も
早
く
確

保
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

耐
震
設
計
に
基
づ
き
、
地
震
時

に
お
け
る
橋
の
安
全
性
を
確
保

す
る
よ
う
施
工
し
、
地
震
に
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
修
繕
を
施
し
、

橋
梁
の
長
寿
命
化
及
び
安
全
を

確
保
す
る
。
今
年
度
は
東
末
広

の
末
広
南
橋
、
東
中
地
の
６
号

橋
、
市
道
六
條
鮫
ケ
地
線
の
坂

中
地
橋
、
市
道
又
八
弥
富
線
の

紺
屋
橋
の
４
橋
の
補
修
工
事
を

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
橋
は
ど
う
か
。

耐
震
構
造
で
は
な
い
が
地
盤

改
良
な
ど
対
策
は
し
て
い
る

市
内
主
要
道
路
は
液
状
化
等
に

耐
え
ら
れ
る
耐
震
構
造
か

国
と
協
議
を
始
め
た

策
定
に
向
け
研
究
す
る




